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	スライド 0
	スライド 1: 12月17日（日）および20日（水）の平休1日づつ ４つの主要バス停を乗降する利用者にヒアリング調査を実施し、312件の回答を得た
	スライド 2: 名護バスターミナルでの回答者数が全体の63%を占め、最も多い。 名護バスターミナルの利用目的をみると、観光が最も多く、次いで私用、通学、通勤となっている
	スライド 3: 名護バスターミナル利用者のアクセス手段は徒歩が最も多く49%を占め、次いで路線バスが23%、タクシーが11%となっている。イグレス手段は徒歩が最も多く50%を占め、次いで路線バスが18.8%となっており、どちらもコミュニティバスの利用も見られる
	スライド 4: 名護バスターミナルにバスで来るために乗車したバス停や名護バスターミナルからバスで向かった先の降車バス停をみても、コミュニティバスと路線バスの重複区間におけるバス停の利用はなかった
	スライド 5: 名護バスターミナルで降車した方が乗り継いで向かった降車先のバス停や名護バスターミナルに来るために乗車したバスの乗車バス停をみると、名護十字路バス停利用者が1名のみであった

